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登録リスト（該当：379件）
  ≪  1  2  3  4  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 長野大学卒業式で情報保障2024/03/13]	長野大学卒業式で情報保障2024/03/13	長野大学の2023年度卒業式が3/13、サントミューゼで開かれました。バリアフリー大学の実現を目指す長野大学では、20年以上前から、声が聴こえない人のために入学式、卒業式、セミナー等の場においてパソコン要約筆記による情報保障がこれまで行われてきました。今回は「あれ？　ない」と思ったら、手話による情報保障に変わっていました。	2024-03-17
	2	[image: ３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化]	３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化	上塩尻にある藤本蚕業歴史館の新しい情報空間のご紹介です。

★藤本蚕業歴史館ウォーク
https://d-commons.net/fujimoto-walk/

資料館はとても行きにくいし、行っても資料を見るのも大変です。このたびデジタル技術を使って、資料館まで行かなくても館内をバーチャルに歩き回り、資料にアクセスできるバーチャル空間にしました。本物の資料館がそこにあるかのように再現する技術を「デジタルツイン(デジタルな双子)」と呼んでいます。その試みです。長野大学前川ゼミの協力により藤本蚕業プロジェクトが制作しました。

皆さんもどうぞバーチャルな体験、資料へのアクセスをお楽しみください！	2024-02-27
	3	[image: 企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20]	企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20	2007/04/20の記録。
企業情報学部が2007年度に新設され、学部の１期生が入学したのがその年の４月。長野大学の私立時代、毎年新入生歓迎のオリエンテーション合宿（略して「オリ合宿」）が１泊２日の日程で行われていました。2007年度のオリ合宿は環境ツーリズム学部と合同で松代、小布施を見学し、菅平に宿泊、翌日は菅平湿原を見学しました。現在の在学生にかつて「オリ合宿」があったことを伝承するのは、当時の体験もし、画像記録もある私から伝えることかな？と思い、画像記録をいくつか載せてみました。

大学から２学部の新入生約200名がバスで見学先に移動。松代で松代城跡（海津城跡）、続いて城跡のすぐ隣にあった池田満寿夫美術館（現在はなし）を見学。おぎのや長野店(これも現在はなし)で昼食をとり、その後、小布施へ。続きの	2024-02-27
	4	[image: 柳町の記憶2005/04/15]	柳町の記憶2005/04/15	2005/04/15の記録。
私が上田に移り住んで間もない頃の記録です。北国街道の上田宿でもあった「柳町」。柳町を訪れたのはこの時が初めてです。上田の城下町の面影を残す歴史スポット、観光スポットとしてその後、地元ばかりでなく広く全国からも知られるようになりました。

歴史的景観を活かしたまちづくりもなされ、徐々に環境も整備されてより美しくなりました。昔どうだったのか、その経過・変遷を視認できる情報源として当時のありのままの写真は大切なのではないかと思い、ここに掲載しておきます。


参考サイト：信州上田北国街道 柳町
https://yanagimachi-ueda.jp/	2024-02-17
	5	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	6	[image: イノベーティブラーニングの提案(2023課題発見ゼミII)]	イノベーティブラーニングの提案(2023課題発見ゼミII)	長野大学企業情報学部１年生の課題発見ゼミナールII(前川ゼミ、2023年度後期)では「イノベーティブ・ラーニング(Innovative Learning)の提案」を共通の課題発見テーマに、学生の目線から学校現場が抱える課題を摘出し、その解決策を導出することを目指しました。４班それぞれの学生が個別に課題探究を進め、班ごとにその課題発見成果をとりまとめ発表しました。	2024-02-16
	7	[image: 長福寺銅造菩薩立像]	長福寺銅造菩薩立像	長福寺「信州夢殿」の本尊として安置されている。アルカイックスマイルを特徴とする、像高36.7㎝の小金銅仏で、７世紀後半の白鳳時代の作品と考えられる。もとは上高井郡小布施町の旧家に伝わるものだったが、昭和13（1938）年に長福寺に移された。
長福寺はこの講義を受講するまで名前も聞いたことがなかった。ここは生島足島神社の前に訪れたが、休日であるにも関わらず、訪ねている人は私一人だった。正直なことを言うと、日本遺産に登録されているにしては、閑散としていると感じた。観光客を呼び込むためには、もっと情報発信に努めるべきだと感じた。	2024-02-13
	8	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	9	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	10	[image: 信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告]	信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-12
	11	[image: 2008年度長野大学入学式2008/04/04]	2008年度長野大学入学式2008/04/04	2008/04/04の記録。
長野大学の新学部企業情報学部と環境ツーリズム学部の二期生の入学式です。入学式会場は大学の体育館です。写真は上田市の母袋創一市長が祝辞を述べている様子。この年度は嶋田学長、企業情報学部は高橋進学部長、環境ツーリズム学部は京谷栄二学部長でした。バリアフリーを目指す大学らしくパソコン要約筆記による情報保障がなされています。	2024-02-11
	12	[image: 講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10]	講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-10
	13	[image: 民間で始まる蚕糸業ものがたり]	民間で始まる蚕糸業ものがたり	【民間で始まる蚕糸業ものがたり】
主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト

【講演】(2022/07/02開催)
講演1:「シルクの里　純水館ものがたり」～制作秘話～ CTK報道制作部長　後藤 理恵氏
　明治23(1890)の創業から昭和期に至るまで小諸の製糸業をけん引した純水館に関わった方々の話やそれを基に制作された「シルクの里　純水館ものがたり」の制作についてのお話です。

講演2:「小諸の交通と蚕糸業」元長野県立歴史館総合情報課長　宮下 健司氏
　幕末から近代に至る蚕糸業の歴史を信州全体に亘って解説し、特に小諸の交通に着目してその蚕糸業における役割について語っています。







https://youtu	2024-02-08
	14	[image: ]		　次に戦争の影響です。当時、満州事変などもあり、新聞よりも、いち早く戦争の情報を得られるラジオに関心が高まったのではないかと考えられます。実際に西塩田時報で時系列を追って、過去の記事を探した時にも、刊行日に空きがあり、著しく変化する戦時状況をとらえるには新聞は適していなかっただろうなと考えていました。その上、政府は当時、国防強化の面からラジオ放送を聞くことを推奨し、ラジオを聞くことは国策に協力することと強く発信してあおっていたことも要因の一つだと考えました。
また、政府にとって、ラジオは戦争で懸念される民意のコントロールにも役立っていのではないかと考えました。	2024-02-07
	15	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	16	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2023成果報告

▼前川ゼミ2023成果報告 60分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
〔地域デジタルアーカイブ〕
【1】竹中丈二(4年)　地域史料のデジタルアーカイブとその活用
【2】久保山遥(4年)　デジタルアーカイブ化と社員日誌
【3】石平飛揚(3年)　紙資料のデジタルアーカイブ化
〔地域づくり支援〕
【4】福田晴紀(4年)　メディアの活用と地域づくり
【5】春原百々羽(3年)　地元上塩尻の文化の	2024-02-05
	17	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	いにしえの丘公園からさらに山を登ったところにある施設です。大きなサイズのミッケなどがあり、大学生でも楽しめる施設でした。	2024-02-01
	18	[image: 情報通信文化論　本を守るためには]	情報通信文化論　本を守るためには		2024-01-31
	19	[image: 情報通信文化論]	情報通信文化論		2024-01-31
	20	[image: 2024年1月31日長野大学企業情報学部卒業論文発表会]	2024年1月31日長野大学企業情報学部卒業論文発表会	2024年1月31日に行われた長野大学企業情報学部卒業論文発表会を視聴しました。様々な分野の発表を聞き、私自身の卒業論文の参考にしたいと思いました。画像は発表時のモノです。	2024-01-30
	21	[image: 【2024/1/28開催】氷風穴の里保存会主催　風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業]	【2024/1/28開催】氷風穴の里保存会主催　風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業	【風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業】
主催:氷風穴の里保存会
開催日:2024年1月28日(日)14:00-16:00(13:30受付)
12:30- 温風穴見学会(希望者のみ　風穴駐車場集合)
参加費:無料
定員:100名(先着順)
会場:安藤百福センター(小諸市大久保千百番)
駐車場:第二駐車場(県道沿い)
講師:宮下　健司氏(元　長野県立歴史館 総合情報課長)

詳細→氷風穴の里保存会ホームページ	2024-01-26
	22	[image: 道の駅あおき]	道の駅あおき	道の駅あおきには、食堂や農産物直売所、ふるさと体験館、情報・休憩施設などの充実した施設があり、ドライバーだけでなくわれわれ住民でも気軽に立ち寄り、楽しい時間を過ごすことができる。食堂、味処こまゆみではうどんやカツ、てんぷらなどの豊富なメニューがあり、青木村の特産であるタチアカネで打ったおそばも味わうことができる。農産物直売所では、珍しい野菜や長野県のお土産などが売っており、野菜は安く、秋には松茸も販売している。車を持っていなくとも、バスで行くことができるので皆さんもぜひ立ち寄ってみてはいかがだろうか。	2024-01-26
	23	[image: 別所　part３]	別所　part３	　前回、「あいそめの湯」での地域を盛り上げている活動としての紹介をした。
　
　初回は、「北向観音」の基礎情報について投稿した。
　そこで今回は、「北向観音」での観光客を取り込み、北向観音へ初めて来た人や外国の方に楽しんでもらえ、地域を盛り上げるために行っている活動を紹介する。北向観音へは、外国人のかたも多く訪れている。だから、外国の方が予想だにしない状況で日本の文化に触れる機会となり、喜んでいただけることが多い。北向観音の境内で太鼓と踊りを行ったり、大門通りで行ったりする。こちらも、あいそめの湯と同様に、昨年まで、月に一回のペースで行っていた。
　
　今回貼り付けているものは、その時の写真だ。
　	2024-01-25
	24	[image: 別所　part１]	別所　part１	　探求テーマとして、私は「別所を盛り上げるには」と設定した。今よりも多くの人に、別所のことを知ってもらい、別所でのイベントや行事について興味を持ってもらうとともに、足を運ぶ人が増えることがこのゴールであると考えた。
　そこで、まず初めに、別所の大きな観光地である「北向観音」についての基本情報をあげた。
　そして今回は、自分ができる、行っている活動を紹介する。

　part１では、岳の幟について紹介する。
岳の幟は、７月の夏に行われているもので、別所温泉に伝わる雨乞いの祭りである。青竹に色とりどりの反物をくくりつけた幟の行列が練り歩き、笛や太鼓に合わせてささら踊りや三頭獅子舞も奉納されます。国の選択無形民俗文化財に指定された珍しいお祭りになっている。
（上田市ホームページ、信州上田観光	2024-01-25
	25	[image: 3Dデータを用いたデジタルアーカイブ２]	3Dデータを用いたデジタルアーカイブ２	　情報通信文化論の講義を通して、藤本産業歴史観の資料などから紙媒体の資料については学ぶことができたが、物体のアーカイブについてはあまり触れられていなかったため、深堀してみたいと思い、このテーマを選んだ。
　また、地元の郷土玩具について知ってもらいたいと思い、このテーマを選んだ。	2024-01-24
	26	[image: デジタルアーカイブの課題について]	デジタルアーカイブの課題について	情報通信文化論
デジタルアーカイブの課題について

デジタルアーカイブの課題とはなにか
•	データ保存量が増え続ける
•	データ消息のリスク
•	一般公開による近隣住民への被害
•	知識を横に広げることが難しい
•	サイトが見にくい

データ保存量が増え続ける
データを保存していけばデジタルデータの保存量は増え続けていく。そのためデータ保存量の増加はシステムに負荷がかかることはもちろん、どれが最初のデータだったのかわからなくなるなどデータのバージョン管理が難しくなったり、意図しないところにデータが出現してしまったり、巧妙な加工で情報操作されたデータが出回ってデータの信頼性が失われたりするリスクもある。

データ消息のリスク
・デジタルデータの場合はシステムエラー、保存ディスクの破損、読み取	2024-01-24
	27	[image: 今後のデジタルアーカイブの在り方について]	今後のデジタルアーカイブの在り方について	PowerPointでまとめました。


参考URL
・「国立国会図書館デジタルコレクション」https://dl.ndl.go.jp/
・「上田市公文書館」https://kobunshokan.city.ueda.nagano.jp/
・「上田老舗図鑑」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=2351
・「西塩田時報」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=3613	2024-01-24
	28	[image: 結論とまとめ]	結論とまとめ	デジタルアーカイブは、情報の保護とアクセスの改善、保存の効率化を実現します。
デジタルアーカイブは、文化や知識の継承に大きな役割を果たし、成功例も多く存在します。
研究により、デジタルアーカイブが情報の保存・共有・開発において重要であることが示されています。
このように、デジタルアーカイブは文化や知識の継承において不可欠な役割を果たしており、その重要性は今後ますます高まることが予想されます。
デジタルアーカイブの普及と活用は、社会全体の教育、文化、研究の発展に貢献することが期待されます。	2024-01-24
	29	[image: デジタルアーカイブの文化や知識の継承への貢献]	デジタルアーカイブの文化や知識の継承への貢献	デジタルアーカイブは、文化や知識の継承を促進するための貴重なツールです。アクセスの向上や情報の保存により、次の世代に貴重な遺産を引き渡すことができます。	2024-01-24
	30	[image: デジタルアーカイブの役割とメリット]	デジタルアーカイブの役割とメリット	デジタルアーカイブの役割とメリットとしては、以下が挙げられます

デジタル化による情報の永続性と保存の信頼性の向上　
簡単なアクセスと検索能力の強化　
物理的なスペースとリソースの節約　
データのセキュリティと保護の強化　
情報の共有と協力の促進	2024-01-24
	31	[image: デジタルアーカイブの必要性]	デジタルアーカイブの必要性	デジタルアーカイブは、アナログデータの脆弱性や劣化、スペースの制約といった問題に対処し、情報を長期的に保存する必要性を満たします。	2024-01-24
	32	[image: デジタルアーカイブの重要性]	デジタルアーカイブの重要性	デジタルアーカイブは、文化や知識の継承に重要な役割を果たしています。それは、情報の保護、アクセスの向上、保存の効率化といったメリットを提供します。	2024-01-24
	33	[image: サブカルチャーのデジタルアーカイブ化について]	サブカルチャーのデジタルアーカイブ化について	2023情報通信文化論の講義の一環でデジタルアーカイブについて学び、その中で興味を持ったサブカルチャーに焦点を当てまとめた。	2024-01-24
	34	[image: 長野大学卒業式の様子2011/03/19]	長野大学卒業式の様子2011/03/19	2011/03/19の記録。
2010年度の卒業式は上田城跡公園内にあった旧上田市民会館で催されました。新しい市民会館でもある「サントミューゼ」が開館するまでは旧市民会館が卒業式会場として使われていました。「ナショナルテレビ」の緞帳が施設の歴史を物語っています。

卒業式直前の3月11日、東日本大震災が起こり、その影響を受けた卒業生もいました。司会者の脇のスクリーンにパソコン要約筆記による情報が表示されています。この年度の長野大学学長は野原光先生、企業情報学部長は高橋進先生でした。画像で記録を再現することによりそれもはっきりと確認できます。13年前の2011年が現在に蘇ってきます。	2024-01-21
	35	[image: 2005年度長野大学入学式2005/04/04]	2005年度長野大学入学式2005/04/04	2005/04/04の記録。
2005年度の長野大学の入学式。当時、入学式は体育館で行われていました。健常者だけでなく障がいの学生も対等に学べることを補償するバリアフリーの大学らしく、パソコン要約筆記による情報補償がなされている点にもご注目ください(ステージに向かって左奥)。入学会場の出口にはサークル活動などの勧誘で学生たちが会場から出てくる新入生を待っていました。生協学生委員会STAFFあんずによる「新入生歓迎企画 友達100人できるかな？」も毎年開催されていました。	2024-01-21
	36	[image: 建設中のサントミューゼ2013/11/22]	建設中のサントミューゼ2013/11/22	上田市の複合的文化施設「サントミューゼ」が開館したのは2014/10/02です。2013年11月はまだ建設途上でした。

千曲川河川敷の桑畑であったこの区画に鐘紡上田工場が建設され、1937年に操業を始めました。当時の様子の映像がネット公開されています。

（上田市マルチメディア情報センターの動画）

戦後は日本専売公社（後に日本たばこ）の工場となり、その跡地の再開発が進められてきました。	2023-12-23
	37	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事　２]	西塩田時報　面白いと感じた記事　２	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き２
この記事も自身がもう一つ選んだ記事と同じく、過去の日本の変化がみられる記事の一つで、第二次世界大戦が終わった日本が封建的思想から次第に目覚めていき、デモクラシー的な自由な世界となろうとしてる、といった記事であり、終戦後から大正デモクラシーにつながっていくであろう過程が分かるような記事になっており、これもまた自身が学んだ歴史を振り返っているようで面白いと感じました。西塩田時報vol.２　7ページ左上農村青年より	2023-12-11
	38	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事１]	西塩田時報　面白いと感じた記事１	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き１
この一つ目の記事では終戦後一年目を迎えた日本の状況やその時代の青年に求められたことが読み取れる良い記事だと思いました。終戦後一年経った日本は依然として食糧問題が発生しており、農村に住んでいる青年の仕事ぶりが大事であるといったことや、「ポツダム宣言以来、日本の人々が好む好まずを関係なしに、民主主義的生活様式を採用せざるを得なかった」という文章から戦後に変わっていく日本が過去に自身が歴史の授業で学んだ通りに西塩田時報に描写されているのが個人的に面白く感じました。　西塩田時報vol.２　3ページ左下現代青年の任務より	2023-12-11
	39	[image: 小学校だより]	小学校だより	現在では、各小学校から配られることがほとんどである小学校だよりが西塩田時報に記載されている。
在籍している子供の個人情報など、現在と異なる情報の扱い方に興味をひかれた。	2023-12-11
	40	[image: 部落通信（「西塩田時報」戦後第1号　昭和２２年１月２５日）]	部落通信（「西塩田時報」戦後第1号　昭和２２年１月２５日）	村で行われた会議の日付と内容が書かれている。一般の方にも西塩田時報を通して情報が共有されたと考えられる。	2023-12-10
	41	[image: 乳児の育て方（『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁）]	乳児の育て方（『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁）	乳児の育て方がネットでも手軽に調べられるようになった現代。昔の時代にはそんなものは存在するはずがなく、育て方の情報を共有する方法が限られていた。この記事には乳児が飲むミルクの作り方や入浴、排泄物の処理の仕方など育児に関する情報がこと細やかに書かれている。
今の時代の新聞にはあまり書かれないようなことでも、公共の記事の中で大々的に書かれているのは面白いと感じた。

この記事は以下から参照できます。
＃135　『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁	2023-12-08
	42	[image: 『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)]	『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)	1.	金融機関が保管サービスについて説明しており、特に武保の金融組合が米の貸し付けを行っていることが述べられています。金利や条件についても触れられています。
2.	産業組合に関する情報が含まれています。特に、農業における品種や飼料についての指針や注意が述べられています。
3.	特に米の保管についての重要なポイントが述べられています。新聞における注意喚起もあります。
4.	学校の最新情報や行事に関する内容が含まれています。書週間や学校の成績、講堂集合の予定などが触れられています。
5.	民精神作興週間に関する呼びかけやイベントの告知があります。
6.	鮮魚に関する情報があり、特に良質な大豆や小麦、骨などの原料について触れられています。
7.	毎日が祝日になることが一時的であるが、それを抜けて平和であることへ	2023-12-07
	43	[image: 地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表]	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表
J20052 竹中丈二 
・活動の趣旨 
地域に保管され、活用機会が与えられない地域史料をネット公開し、地域づくりや地域 探究活動の発展に寄与すること。

・活動の詳細記録
デジタルマップ記事「2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)」にて掲載
URL: https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=126298

・地域における活動報告 
・上田(藤本蚕業歴史館)
外部ではキモノマルシェ、史料を見合おう会、情報通信文化論講義の参加を通じて史料の紹介を行った。内部では、段ボール整理棚作成、Matterportを使用した歴史館の全体図の3D撮影を行った。
・小諸
いとのまち・こもろチャンネルで過去の動画をほぼ全て投稿し、また新たに10/29に行われた講演会の動画撮影、投	2023-12-04
	44	[image: 2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)]	2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)	10/9
先週は日曜日に上田市で開催されたキモノマルシェに参加し、藤本蚕業の史料の魅力についてスライドショーで常時公開しました。中にはスライドショーに興味を持って見たいという人もおり、非常に驚くと共に史料の貴重さについて改めて認識しました。金曜日は藤本蚕業の段ボール史料の整理棚の組み立てを一日中行い、史料展示の再整理について考えました。今後は藤本蚕業史料の解説サイト、及び小諸の史料サイトの開設に向けて動く予定です。

10/23
先週は藤本蚕業歴史館で史料紹介の配信についてテストしました。その中で、史料を紹介するには1人で解説をしながらでは面白さが伝わらず、関心の高い方を介した対話形式で史料について語り合う事で面白さを引き出せることが分かりました。今週は水曜日にKAN-PRO中村さんと話し合いがあり	2023-12-04
	45	[image: 別所温泉を知れる別所温泉センター]	別所温泉を知れる別所温泉センター	今回は、北向き観音付近にある、別所温泉センターを訪れた。石碑には「別所村役場跡」と書かれていた。建物の外観が、倉澤家蚕室と似ているように感じる。

三階建ての建物で、一階にある温泉歴史資料展示室は、入場無料で開放されているため、誰でも気軽に立ち寄れる。

温泉の歴史にまつわる資料だけでなく、塩田平の縄文～平安時代の石器・土器などが展示されていた。他にも岳の幟や、別所温泉の蚕糸業の説明もあり、さまざまなことを学ぶことができる。

以下は、氷沢風穴についての歴史資料をまとめたものである。
1877年以前:すでに風穴があった。最初の穴蔵は1871年創設したという記録もある。
1894年    :倉澤運平、他三名を世話人とし、別所村役場に新しい風穴建設願書を提出、塩田の蚕種家組合である共全会が総額24円40銭を出資	2023-11-26
	46	[image: 信州上田学長大学生サミット]	信州上田学長大学生サミット	2023年11月15日（水）に、
「信州上田学」上田に学ぶ学生の活動支援事業として、
地域で活動する学生たちの発表会「長大学生サミット」を開催しました。

「長大学生サミット」の模様は、録画動画を後日イベント情報のページに公開しました。

長大学生サミットの模様は、下記からご覧いただけます。

（1時間25分）	2023-11-20
	47	[image: DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11]	DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11	デジタルアーカイブ学会第８回研究大会２日目の11/11(土)、地域アーカイブ企画セッションが開催されました。50名を超える参加者があり、充実した情報交換がなされました。

【セッションタイトル】 
「地域のアーカイブの構築と活用、人材育成〜地域のアーカイブが、デジタルアーカイブを進めるにあたって〜」
【セッションのねらい】
本セッションにおいては北陸各地域のデジタルアーカイブの取り組みを実践者から直に報告いただき、地域アーカイブの困難、課題は何か、どうすると利用されるものになるか、地域アーカイブを育てていくには何をすることが解決策になるかを考える。

■開催日時　11月11日(土)10:00～12:00
■開催場所　金沢未来のまち創造館多目的室2
■運営責任者　宮本聖二  立教大学大学院
■登壇者(敬称略)
司会進行：宮	2023-11-14
	48	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	49	[image: 2019年、台風19号／避難先の混乱]	2019年、台風19号／避難先の混乱	2019/10/12、台風19号、上田市では警戒レベル４となり避難指示が発令されました。問題は住まいが安全かどうか、避難先はどこかです。私は千曲川に近い低地に暮らしていることもあり、高台に移動した後、最寄りの避難先の一つ、泉田の防災センターに避難しました。

避難所は多くの場所が大勢の人々で大変だったと聞いています。泉田のこの施設は避難先としての周知が行き届いていなかったせいか、避難者が少なく済みました。市の職員の方が丁寧に就寝用マットを配られるなど対応されていました。

翌日深夜２時頃、よく寝付けず、スマホで見る情報を見ると千曲川の水位が徐々に低くなる状況を確認し、家に戻ることにしました。途中、川辺小学校の前を通過しました。校庭に避難した方々の車が多数停まっているのを目撃しました。

後から	2023-10-16
	50	[image: 2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生]	2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生	2019/10/12、台風19号は大雨をもたらし特別警告が発令されましたが、より深刻な状況は千曲川の異常なほどの増水です。千曲川の上流で発生した豪雨により千曲川の水位が危険水位に達しました。国分では越水が起こり、住宅が浸水の被害に合いました。

当日直面した問題は状況の把握、行動の判断に必要な情報の取得の困難です。上田市役所のホームページは常時つながらない状況が続き全く役立たずでした。最も参考になったのはCATV(上田ケーブルビジョン)の地元に密着した情報、国土交通省の河川ライブカメラの映像です。20時過ぎ、国分は既に越水した状況がわかります。	2023-10-16
	51	[image: 竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023]	竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023	
竹中丈二(長野大学企業情報学部前川ゼミ)／ミニ発表「藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	52	[image: 久保山遥／藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023]	久保山遥／藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023	
久保山遥(長野大学企業情報学部前川ゼミ)／ミニ発表「藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	53	[image: 「蚕都上田マップ」長野大学附属図書館に設置]	「蚕都上田マップ」長野大学附属図書館に設置	長野大学附属図書館の地域資料室に「蚕都上田マップ」を設置しました。地図は２種類あります。横1.8m/縦2.8mの巨大マップです。それぞれのPDFマップは下のリンクからも参照できます。

★市街図(明治～昭和)
1928年(昭和3年)の「上田市全図」に土地利用を色分け蚕糸業スポットをポインティングしました。蚕糸業で栄えた上田の絶頂期の記録です。

★上小地域(明治～昭和)
日本一の蚕種製造地であった塩尻地区、製糸業で栄えた丸子地区にフォーカスを当てています。

これらのマップは蚕都上田プロジェクト(代表：前川道博)が2010年に作成したものです。当時日本地理学会会長だった斎藤功先生(故人、当時は環境ツーリズ	2023-10-04
	54	[image: 「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)]	「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)	日本教育情報学会 第39回年会
地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合
d-commons.netによる主体的/協働学習の実践を通して
2023/08/27
前川道博	2023-08-27
	55	[image: 東京藝術大学の大学史史料室訪問]	東京藝術大学の大学史史料室訪問	日本の近代音楽は文部省の音楽取調掛に始まります。後に東京音楽学校となり、戦後、東京藝術大学に。日本の音楽教育、音楽文化の源泉と言っても過言ではありません。音楽の記憶・記録がこの大学に詰まっています。7/4、大学史史料室を訪問し、史料室も見せていただき、関係の方々とも情報交換をしました。

アーカイブ系のセクションが未来創造継承センターに再編されたことも知りました。
《「未来」のために「過去」を創造する。》
なんと逆説的なアート的表現でしょう。アーカイブの本質と言ってもよいことです。	2023-08-24
	56	[image: コンピュータアートの系譜、幸村眞佐男さんを迎えて]	コンピュータアートの系譜、幸村眞佐男さんを迎えて	「端山貢明アーカイブプロジェクト」の一環で、端山さん(1932～2021)とは最も近い位置にいた方のお一人、幸村真佐男さん(1943～)に長野大学にお越しいただきました。お達者で何よりでした。奔放な生き様は現在もなお健在です。関係者でそのヒアリング、情報交換を行いました。

幸村さんはコンピュータアートの先駆者のお一人。1960年代前半にいち早くコンピュータアートを始めた川野洋氏(1925～2012)の存在の大きさを改めて再認識しました。川野氏は1990-1994年度長野大学に在籍した後、幸村さんがいた東北芸術工科大学に移りました。幸村さんが活躍したCTG(1966-69)については大泉和文氏の『コンピュータ・アートの創生』に詳しい。今後、CTG、CAC(コンピュータ・アート・センター, 1972～)を共通項とするコンピュータアートの系譜アーカイブを関係者で作	2023-08-24
	57	[image: 「〔18/10〕世界湖沼会議とつくば」始める]	「〔18/10〕世界湖沼会議とつくば」始める	私のウェブサイト『マッピング霞ヶ浦*』に「〔18/10〕世界湖沼会議とつくば」の掲載を始めました。

マッピング霞ヶ浦*／〔18/10〕世界湖沼会議とつくば

今から５年前、茨城県つくば市をメイン会場に国際会議「世界湖沼会議」が開催されました。世界各国から数多くの参加者が訪れ、会場は国際会議らしい雰囲気を醸していました。当日は皇室の秋篠宮様を迎え、仰々しい警備体制の中で開催されました。

湖沼の環境問題を提起し、情報交換をすることは大切なことながら、私個人はこれに関して何もコミットしてこなかったなあ、という思いが先に立ちます。	2023-08-21
	58	[image: 地域情報メディア論最終レポート]	地域情報メディア論最終レポート	オープンデータの課題と有効活用についてまとめました。	2023-08-09
	59	[image: 信州上田デジタルマップで記事を投稿したい方へ]	信州上田デジタルマップで記事を投稿したい方へ	　近年、様々な情報がインターネット上に投稿され、不特定多数の人に共有されている。そのため、インターネットの検索機能を使えばどんな内容であれ見つけることが可能なように感じられる。しかし実際のところ、インターネット上に投稿されていない、調べても見つからない情報は２０２３年現在でも多くある。例えば、私の祖父が住んでいた上田市の常盤町という地域では、創立３０年、５０年、６０年を記念した地域の情報をまとめた冊子が配られていた。この情報はインターネット上で検索を行っても、常盤町の歴史どころか「常盤町○年のあゆみ」が配られていた事すら、見つけることが出来なかった。こういった冊子は、誰かが保存していなければ後生には残らず、誰かが共有しなければ存在すら忘れられる。
そういった資料をお持ちの方	2023-08-09
	60	[image: 記事投稿の良い例]	記事投稿の良い例	　実際に記事投稿で情報が伝わりやすい良い例になります。「写真」のほうは同じ写真ですが、「タイトル」や「説明文」など詳細に書かれていてより情報が伝わるよいものになっています。どんなことを伝えたいのか意識して投稿を作っていきましょう！	2023-08-08
	61	[image: 記事投稿の悪い例]	記事投稿の悪い例	　実際に上田城についての記事投稿の悪い例になります。みてみると「タイトル」・「説明文」などともに情報が少なく実際にどんなものなのかが伝わらないものになっています！できるだけ行ったことや訪れたことのない人にも伝わりやすい情報を入れると良いでしょう！	2023-08-08
	62	[image: 長野県内でのオープン データの活用方法を探る]	長野県内でのオープン データの活用方法を探る	私は地域情報メディア論の最終課題として長野県内でオープンデータの活用方法を探ることを課題にし、自分なりの解決をパワーポイントにまとめPDFファイルに変換し後悔しました。	2023-07-27
	63	[image: 「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)]	「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)	研究発表
「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築～地域資料アーカイブの課題と活用に向けた解決策～
(2023/06/18 デジタルアーカイブ学会／第3回DAフォーラム)

　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
藤本蚕業歴史館(長野県上田市)は蚕種製造企業であった藤本蚕業の所蔵資料を保管する文書館である。所蔵資料は2009年、その保存整理、目録化が図られたものの、その後10数年間にわたり、活用がなされないまま現在に至った経緯がある。本研究はその資料を含めた諸資源の活用、資料のデジタルアーカイブ化に向けて取り組んだ実践的活動を報告し、デジタルアーカイブ化の課題、その解決策を提起するものである。根本的な乖離をもたらす社会的背景には、知識消費(マスコミュニケーション)型社会のレジームがデジタルアーカイブ化への	2023-06-18
	64	[image: 白山神社]	白山神社	こちらの神社は住宅街の中に建っている。名前は白山神社となっているが、読み方に関しては「ハクサン」なのか「シラヤマ」なのかインターネット上では不明である。
詳しい情報をまとめたサイトも見当たらないため、創建された年は不明だが、2023年5月時点の建物は平成六年（1994年）四月に創建したものであると建物東側の壁に記されていた。（建設に携わった人の個人名が記されているため、本記事には掲載しておりません）また、鳥居も同年十一月に創建されている。
著者が掲載している他の神社よりも最近建てられた神社であるため、建物の状態はとても良いと言える。	2023-05-10
	65	[image: 須波三穂神社東の宮（スワミホジンジャヒガシノミヤ）]	須波三穂神社東の宮（スワミホジンジャヒガシノミヤ）	こちらの神社は、上田バイパスを「上田市緑ヶ丘」の信号で南に降りた先の右側に存在する。
須波三穂神社西の宮とは異なり、「神社人」という神社に関わることが記されているサイトに情報が記載されておらず（2023年5月現在）、創建された年は不明である。また、定礎が記されているものも埋め込まれていないため、改装された年なども不明だ。しかし、手水鉢に記されている名前が「絶主 柳澤○右衛門」（○の部分は読むことが出来ませんでした）と西の宮と同一であるため、1770年代には存在したのではないかと推測される。また常夜灯には寛政十年（1798年）と記されていた。
西の宮には存在した石のほこらは東の宮にはなく、代わりに大きな石が置かれていた。	2023-05-10
	66	[image: 八ヶ岳高原で鹿に出会う]	八ヶ岳高原で鹿に出会う	4/15、八ヶ岳高原音楽堂からの帰り、高原の森をファミリーで移動している鹿と出会いました。この森は南牧村にあり「八ヶ岳高原海の口自然郷」と呼ぶようです。リゾート地の広大な森が広がっています。ネットに出ている情報を見ると、鹿はよく見かけるらしい。この日、２組の鹿のファミリーを目撃しました。	2023-04-16
	67	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座
【日程】2023年
　　2月4日(土) 10:00～16:00　藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの課題[LINK]
　　2月5日(日) 10:00～16:00　地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて[LINK]
　　2月18日(土) 13:00～16:00　皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会[LINK]

アンケート結果を掲載しました。
披露会の動画記録は追って公開予定です。


▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤	2023-02-26
	68	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの活用[LINK]
　12/17(土)10:00～16:00 藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション[LINK]
　01/14(土)13:00～16:00 皆さんのキュレーション披露会[LINK]
▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤本蚕業歴史館、上田小県近現代史研究会、長野大学
後援：日本教育情報学会デジタルアーカイブ研究会、日本デジ	2023-02-26
	69	[image: 筑波研究学園都市のペデストリアンデッキ]	筑波研究学園都市のペデストリアンデッキ	TXつくば駅構内にあった周辺案内図にペデストリアンデッキ（略称ペデ）が黄色くはっきりと描かれています。この情報はわかりやすいので、こちらにピックアップしました。

筑波研究学園都市の中心部の都市構造を最もよく形にしているのがペデです。車は下に、人の移動空間は上に分離され、人は車と出会うことなく快適に歩いて移動できます。

つくば市内で再開発された研究学園地区はこのような立体的な都市構造ではありません。フラットにだだっ広く、歩くには距離があり過ぎ、車で移動するにも広大な駐車場に停めて目的地まで歩くことを強いられます。

ペデがどれほど都市環境での暮らしにやさしいか、筑波研究学園都市にくるたびに痛感します。	2023-02-25
	70	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]	【オンデマンド講座】
★DA講座2-3皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会 182分


【講座タイムテーブル】
講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
ゲスト講師：桂木惠さん（上田小県近現代史研究会事務局長）、朝倉久美さん（デジタルアーキビスト）

第３回 2月18日(土) 13:00～16:30 皆さんのデジタルアーカイブ(DA)／地域学習企画披露会

13:00 はじめに、ゲスト講師紹介
13:10 DA／地域学習企画披露会　Part１
（14:20 休憩）
14:30 DA／地域学習企画披露会　Part２
16:20 講評・まとめ
16:30 終了

《披露会の発表者と発表テーマ》敬称略。発表資料は以下に掲載してあります。
①島津千登世／下河辺淳＋戦後国土計画関連資料アーカイヴス
　→下河辺淳アーカイヴス
　→	2023-02-19
	71	[image: 持続的な地域活性化になる条件とは卒業論文発表会後の結論の再考の取り掛かり]	持続的な地域活性化になる条件とは卒業論文発表会後の結論の再考の取り掛かり	再考の取り掛かり：整理

もう一つの考え方として、現時点での「地域活性化が持続的になる条件」について整理したことをまとめました。

持続的な地域活性化になる条件のキーワードは「内発的な動機」にあると捉え、この「内発的な動機」が持続的な地域活性化の原動力になっていると考えました。

そしてこの「内発的な動機」とは主に「インタレスト・やりがい・生きがい」であり、これが「インタラクティブなコミュニティ」により醸成されます。

これは、コミュニティ内でインタラクティブな交流が行われることにより、「意見や活動のブースト・帰属意識・自分事として認識・横の繋がりの形成・責任感」といったものが育まれ、これが「内発的な動機」の醸成に繋がっているためです。

実例として、ガルパンファンは対面とSNS上の	2023-02-11
	72	[image: 情報通信文化論　まとめ]	情報通信文化論　まとめ	今回の調査を通して、真田氏はもちろん、仙石氏と松平氏という上田の発展に尽力した三家について知ることが出来た。特に真田氏以外の2家は今回の調査を通して初めて知る事も多かった。真田氏のみがフォーカスされているのが現状なので、もっと人々に知られる機会を作るのが良いかもしれないと感じた。	2023-02-08
	73	[image: 持続的地域活性化の略図]	持続的地域活性化の略図	こちらは持続的な地域活性化の略図になります。

地域住民とよそ者が協力してイベント開催や情報発信を行うことで、熱意を持つ地域住民とよそ者を結びつける。そしてこれが地域への人的資源の流入と町の活気の創出につながる。

これを継続的なサイクルとして行うことが持続的な地域活性化に繋がると考えています。	2023-02-02
	74	[image: 支払い手形と名刺]	支払い手形と名刺	「揚荷手形 通人馬会所」と書かれた封筒に入っていた、名刺と、手形である。
『なかに木版刷りの未使用の預かり手形が数枚と、中村六左衛門ら3人の名を書いた名刺が数枚入っている。幕末の金沢藩の通し人馬の賃銭の支払い手形である。中村六左衛門ら3人は、金沢藩の参勤交代の通し人馬を請け負っていた。』（覚（預切手記入用紙） | 信州デジタルコモンズ https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02OD5160890000）

３人分の名前を一枚の紙に書いてあることから、紙が貴重だったのか、一人ひとりが名刺を用意する習慣がなかったのか、この時代の名刺は紙と筆さえあれば直ぐにできてしまうものだったのか、など様々な想像ができる。
また、この名刺は連絡などのために必要だったとされている。その割には住所などの情報が全く載っていないので、この	2023-02-01
	75	[image: 戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ]	戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ	映画までもプロパガンダとして利用されていたことが分かる記事である。
イギリス領インドの青年を日本人(岡倉天心等)が助けるといった内容であると書かれている。
実際の人物までもプロパガンダ映画で使われていたことに驚いた。
岡倉天心の「東洋は一つ」という言葉を都合よく解釈し、戦争に利用したように感じる。

参考サイト
【戦後７５年】戦時中の中部日本新聞をＰＤＦで読んでみよう
2023年1月31日閲覧


▼この資料は以下から参照できます。
『中部日本戦時版』「	2023-01-31
	76	[image: 戦時版の新聞①]	戦時版の新聞①	選民思想をかき立たせるような書き方をしている記事であるように感じる。
情報媒体が限られていた時代であるため、このような偏った情報でも疑いようもなく受け入れられていたのだろうか。

参考サイト
【戦後７５年】戦時中の中部日本新聞をＰＤＦで読んでみよう
2023年1月31日閲覧

▼この資料は以下から参照できます。
『中部日本戦時版』「我等の身体 これぞ日本人の優秀性」（昭和19年3月2日）	2023-01-31
	77	[image: 前川ゼミレポート]	前川ゼミレポート	私の探求テーマは、「別所＝上田を広める」だ。
私がこのテーマにした理由は、別所という地名は聞いたことがあっても、長野県上田市にあると知っている人は少ないのではないかと考えたからだ。また、別所の魅力を伝えることは、上田に来る観光客を増やすことに繋がると考えた。

別所へフィールドワークに行ったときに、年配の方が多いように感じた。そこで私は、今回のターゲットは若者にしようと考えた。若者に別所の魅力を伝えるときになにが一番有効で、興味を持ってもらえるかを考えた時に、私はカフェだと思った。別所には魅力的なカフェがある。それを、SNSを活用し、伝えていこうと思った。

SNSに投稿する画像を制作するときに私が気を付けたことは、二つある。一つ目は写真の撮り方だ。ケーキや飲み物がどう撮影したら魅力的	2023-01-30
	78	[image: 「海外視聴者向けの日本人youtuberと旅行動画」その活用方法の調査　最終版]	「海外視聴者向けの日本人youtuberと旅行動画」その活用方法の調査　最終版	2022年度研究である
『「海外視聴者向けの日本人youtuberと旅行動画」その活用方法の調査』
の最終完成版になります。

私自身海外に向けた動画をいくつか制作してみた結果、
主に言語の面でかなり高度な技術が必要であることが分かりました。
それは同時に、新たに海外へ向けてYouTubeによる情報発信を企業や自治体が行うことは非常に難しいということにもなります。

外国語字幕を付けた動画で発信している企業はもちろん存在しますが、そのほとんどが日本人以外の社員も多く在籍している大企業であるため、それと同様のレベルを地方自治体などがこなすことはほぼ不可能です。

そこで、すでに個人や少人数であっても海外に向けて活動し、好調な成績を出している日本人youtuberに協力を仰ぐことで、世界中へ向けての効率的かつ効果的な情	2023-01-30
	79	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2022成果報告

▼前川ゼミ2022成果報告 47分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
【1】川口将太(4年)　企業のソーシャルメディアを用いたメディア戦略
【2】高山大和(4年)　持続的な地域活性化策～大洗モデル～
【3】林 亮太(4年)　「海外視聴者向けの日本国内旅行動画」その特徴と活用方法の調査
【4】中澤愛華(4年)　神川小学校における地域学習支援
【5】春原百々羽(2年)　蚕について地元の人が学ぶ理	2023-01-30
	80	[image: 持続的な地域活性化～大洗モデル～３　発表(最終)版]	持続的な地域活性化～大洗モデル～３　発表(最終)版	プロジェクト研究の足跡をまとめた発表資料になります。

それぞれの実施内容はこのマイテーマ(プロジェクト研究・卒業研究)をご覧ください。

持続的な地域活性化策～大洗モデル～とは、大洗町において持続的な地域活性化策というテーマを研究する者であり、卒業研究、地域活動という視点から３つの取り組みを行い、そこで得た知見を大洗町にフィードバックするものです。

茨城県大洗町とは茨城県東部に位置する小さな観光都市で、海が観光資源となっています。また、アニメ『ガールズ＆パンツァー』を利用したコンテンツツーリズムを10年間推進しています。

その一方で、人口減少、海水浴客の減少、町の活気のなさといった社会課題を抱えています。

そこでまず実施内容１として、「create owarai」に参加しました。この「create owarai	2023-01-26
	81	[image: ”温泉”という身近なお風呂]	”温泉”という身近なお風呂	住んでいる中で一番、観光する目的が明確にある場所といったら別所温泉であるといえる。
なぜ目的が明確にあるのか。
それは、上田市に住んでいる学生は実家を離れてアパートなどで一人暮らしをしている人が多い。
そのため、お湯を沸かしてくれるリモコンなどの設備が無いため、シャワーだけで済ます人がほとんどである。そのため、温泉という｢湯船｣に気軽に浸かれる場所というものはとても貴重である。さらに、今の時期(これを書いている日付は2023/01/27)は寒さが厳しく給湯器が凍ってしまいお湯が出にくいという人も大勢いるのではないだろうか？
そのため、風呂に行くという目的の下、温泉に観光に行けるのではないだろうか。
別所温泉付近だけでも約7箇所あるため、1週間ごとのシフトを組んでみて赴いてみるというのも面白いかも	2023-01-26
	82	[image: 上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！]	上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！	　キュレーションとは、インターネット上の情報を、特定の視点を持って収集、選別、編集することで新しい価値を持たせ、それを共有することを意味する語である。https://www.hrpro.co.jp/glossary_detail.php?id=99より引用
そこから私は上田のキュレーションとは上田の情報を我々の視点から収集、選別、編集することで価値を持たせ、上田の良さの再発見するということだと定義した。
私の上田のキュレーションは上田の「魅力」「良さ」の再発見であり、私は、それは「観光産業」にあると考えた。私が第一に上田で目を付けた観光産業は「十福の湯」だ。上田にお住まいの人ならば知っている人は知っている上田の名温泉だ。この温泉は信州最大級の大露天風呂を有しており、屋外独立の檜サウナもある。さらに自然豊かなため、温泉浴だけではなく、森林浴	2023-01-25
	83	[image: 安楽寺]	安楽寺	信州最古の禅寺で、座禅体験ができる。境内にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかない貴重な建築で、長野県では一番早く国宝に指定された。全体的に奇麗に整備されており、緑の木が多いためサルスベリの花のピンク色がとても映えていた。蓮池には、白い蓮の花が咲いていて奇麗だった。また、背が高く一枚一枚の葉が大きかった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	84	[image: 常楽寺]	常楽寺	北向観音の本坊で、鎌倉時代には天台数学の道場として栄えていた。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があり、苔が生えていて趣を感じることができた。樹齢350年の「御船の松」は、とても立派な松だった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	85	[image: 北向観音]	北向観音	『現世利益を願う厄除観音として知られる「北向観音堂」。本堂が北を向いて建てられることはほとんど例がなく、長野市にある未来往生を願う善光寺（南向き）と向き合っていることから「北向」と名付けられて』（別所温泉旅館組合）いる。境内からは、町の景色を見ることができた。また、通りには、お土産屋さんやジェラート屋さんなどがあった。

別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	86	[image: create owaraiの開催で得た知見]	create owaraiの開催で得た知見	第二回の「create owarai」の運営にあたり、参加者の方々の年齢に着目した。

参加者の方々は40代前後の方が多く、人生の折り返し地点に来て自分の持つスキルを地域活動に活かしたいという熱意のある方が多かった。

このことに関して、情報発信を通してこの熱意を持つ人々を結びつけることで、この熱意を自主的な地域活動に繋げられないかと考えた。

つまり、この橋渡しが継続的に行われれば、持続的な地域活性化への一助となるのではないかと思う。	2023-01-22
	87	[image: インターネット上での交流が人々をつなげる]	インターネット上での交流が人々をつなげる	大洗町の事例研究を考察したところ、インターネット上での交流が、町とよそ者を結びつける手段として大きな役割を持っていると考察しました。

情報発信を始めとするインターネットを活用した取り組みを行うことで、他の地域に点在する町づくりや大洗町に興味、熱意を持つ人々を結びつけることが出来る。

そして同じ志を持つ者同士が繋がりを得ることで、自覚的な活動が促進される。

このように、DX化の進む現代におけるインターネット上での交流の必要性は非常に大きいと言える。	2023-01-22
	88	[image: 前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信]	前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信	前半のゼミ活動で行った町歩きを通して上田市について魅力と課題の両方を感じることができた。

まず私がゼミ活動やこれまでの日々で感じた上田市の魅力は以下のものがある。
①分野別で名所が多い
例旅行→別所温泉
　歴史→上田城
　ウィンタースポーツ→菅平
②美味しい食
③学生へのサポートが手厚い
　例町キャン
④自然が豊か

一方で感じた課題は以下の通りだ
①別所線の利用者の少なさ
　原因→本数少ない、運賃高い
　私も悪天候、帰省時以外めったに使わない
②情報が伝わりにくい
　店側、イベント主催側からの発信が少ない
③商店街の元気が無い
　例海野町商店街で若者を見ることが少ない

ここで考えた課題の解決策がイベントの活性化である
例えば別所線をつかってスタンプラリーなどのイベントを行うことで利	2023-01-19
	89	[image: 水害・火災についての地図]	水害・火災についての地図	これは、先ほどの洪水被害と同時に起きましたが、別の地域の被害情報です。火災についての被害も書かれています。

善光寺大地震火災水難地方図　木版2枚（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621001000	2023-01-18
	90	[image: 講演「蚕種の里『上塩尻』の歴史と文化遺産を未来へ」2023/01/18]	講演「蚕種の里『上塩尻』の歴史と文化遺産を未来へ」2023/01/18	▲プレゼン資料(PDF)

長野県建築士会上小支部等合同新年会講演
「蚕種の里『上塩尻』の歴史と文化遺産を未来へ」

　前川道博（長野大学企業情報学部教授）
　2023/01/18　会場：東急REIホテル

★講演：蚕種の里「上塩尻」の歴史と文化遺産を未来へ　 60分
　

★蚕種の里「上塩尻」まちあるきダイジェスト映像 20分


▼講演スライド	2023-01-18
	91	[image: １８４７年代の地震が起きた場所の記録書]	１８４７年代の地震が起きた場所の記録書	これは１８４７年に制作された記録書であり、善光寺大地震の記録などの地震についての長野県の被害や情報を確認することができます。

地震場所書上（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104167937	2023-01-18
	92	[image: 上田のキュレーション]	上田のキュレーション	上田のキュレーションとは上田の情報を我々の視点から収集、選別、編集することで価値を持たせ、上田の良さの再発見するということだと定義した。
なので
上田の魅力、良さ、及び「観光産業」について自分なりに感じた良さをまとめ、wordにまとめた。	2023-01-16
	93	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	94	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]
　皆さんのキュレーション披露会

★講座「皆さんのキュレーション披露会」129分
。

講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
コメンテーター：
　小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
　桂木　惠（上田小県近現代史研究会事務局長）

【講座タイムテーブル】
13:00 講座解説（前川道博）
13:30 皆さんのキュレーション披露会、意見交換、Q＆A(途中休憩あり)
16:00 終了
16:30 デジタルアーカイブクリエータ認定（希望者対象）

《キュレーション紹介》公開できる成果をリストアップしました
	鈴木さん／諏訪湖のスケート[LINK](下記メディアクリップ収録)
	長沼さん／一代交雑

	2023-01-14
	95	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	96	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	97	[image: ビタミンのお話]	ビタミンのお話	ビタミンの役割や種類などが書かれています。栄養を取ることの必要性や、どういった食材にビタミンが含まれているかも記述されているため、食事で意識しやすくなっています。既にこの時代で、食事をただ楽しむものとしてだけではなく、栄養という観点で見始めていることが面白いし、現在と変わらないほどのビタミンに対しての情報を得ていることが驚きです。	2022-12-26
	98	[image: 小説「前編」]	小説「前編」	連続小説の前編が描かれている。戦前の時報では、様々な情報を発信する手段として時報が利用されていた印象であるが、戦後では情報に加え絵や写真を用いた記事がたくさんあり、その当時の人々はこのような事を感じていないと思いますが、現代を生きる私が読んだ感想としては戦後の平穏な生活に一歩近づいているようなそんな雰囲気を読んでいて感じました。	2022-12-26
	99	[image: 乳児の育て方]	乳児の育て方	現代ではネットや書籍など様々な情報ツールが存在し、分からなければそれらを頼れば大抵は解決できます。しかし、過去戦前の世ではそのような対応をとれない中、本記事のように時報の中で情報の提供が行われていたようです！今回はその中で目に付いた「乳児の育て方」といった内容の記事を取り上げてみました。

想像以上に詳しく説明がなされていて驚きました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第31号(1926年6月日)1頁
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